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氏　　　　　　　名	 橋　本　和　典
学 位 の 種 類	 博　士（教育学）
学 位 記 番 号	 甲　第　 1 6 7 　号
学 位 授 与 年 月 日	 2 0 1 3 年 3 月 2 7 日
学 位 授 与 の 要 件	 学位規則第 4条第 1項該当
学 位 論 文 題 目	 青年期退行性困難患者における自己破壊性脱却機序
	 	（Break-through	Mechanism	of	Self-destructiveness	 in	
Adolescent	Regressive	Difficult	Patients）
学 位 審 査 委 員	 主　査　　教　　　授　　小　谷　英　文






































































　研究 2では、研究 1の LCSP を揺動する技法が再構成された。それは、「ファリッ
ク父性の陽性化」技法と、「擬似的集団同一性」再獲得技法の 2つで大きく構成され、
「LCS 技法」と定位された。その上で、この技法構成化まで進められた潜伏期修正
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氏　　　　　　　名	 PATHAK,	Surya	Prasad（パタック，スーリヤパラサード）
学 位 の 種 類	 博　士（学術）
学 位 記 番 号	 甲　第　 1 6 8 　号
学 位 授 与 年 月 日	 2 0 1 3 年 3 月 2 7 日
学 位 授 与 の 要 件	 学位規則第 4条第 1項該当







論 文 審 査 委 員	 主　査　　教　　　授　　稲　　　正　樹






























立期、ラナ体制と 1948 年のネパール統治法、王政復古と 1951 年暫定憲法、1959 年
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
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氏　　　　　　　名	 	CHONGPENSUKLERT,	Tassawan	
（チョペンスクラート，タッサワン）
学 位 の 種 類	 博　士（学術）
学 位 記 番 号	 甲　第　 1 6 9 　号
学 位 授 与 年 月 日	 2 0 1 3 年 3 月 2 7 日
学 位 授 与 の 要 件	 学位規則第 4条第 1項該当
学 位 論 文 題 目	 	日本語母語話者とタイ語を母語とする日本語学習者の文章
に見る並列の接続詞の使用実態の調査・分析
	 	（The	Usages	 of	Additive	Conjunctions	 by	 Japanese	
Native	Speakers	and	Thai	Native	Speaker	Learners	of	
Japanese）
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氏　　　　　　　名	 西　村　真紀子
学 位 の 種 類	 博　士（学術）
学 位 記 番 号	 甲　第　 1 7 0 　号
学 位 授 与 年 月 日	 2 0 1 3 年 3 月 2 7 日
学 位 授 与 の 要 件	 学位規則第 4条第 1項該当
学 位 論 文 題 目	 資金調達活動と株価との関連性に関する研究
	 	（A	Consideration	of	Relationship	between	Financing	and	
Stock	Prices）
論 文 審 査 委 員	 主　査　　教　　　授　　宮　崎　修　行
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　西村真紀子氏の博士論文審査委員会により、2013 年 2 月 12 日、午後 4時 30 分よ
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氏　　　　　　　名	 PANAO,	Rogelio	Alicor	L.（パナオ，	ロヘリオ　アリコール）
学 位 の 種 類	 博　士（学術）
学 位 記 番 号	 甲　第　 1 7 1 　号
学 位 授 与 年 月 日	 2 0 1 3 年 3 月 2 7 日
学 位 授 与 の 要 件	 学位規則第 4条第 1項該当
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結果は、このように、フィリピン大統領の権限の性質と範囲に関する概念を確認する
ものであった。
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氏　　　　　　　名	 田　島　千　裕
学 位 の 種 類	 博　士（教育学）
学 位 記 番 号	 甲　第　 1 7 2 　号
学 位 授 与 年 月 日	 2 0 1 3 年 6 月 2 8 日
学 位 授 与 の 要 件	 学位規則第 4条第 1項該当








論 文 内 容 の 要 約
　本論文は、短期留学の成果を調査すると共に、参加者の言語接触量や英語の習熟度
の差をもたらす諸要因を検証したものである。対象者は、東京都内の私立大学に通う
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氏　　　　　　　名	 徐　　　裕　蘭	（Seo,	Yuran）
学 位 の 種 類	 博　士（教育学）
学 位 記 番 号	 甲　第　 1 7 3 　号
学 位 授 与 年 月 日	 2 0 1 3 年 6 月 2 8 日
学 位 授 与 の 要 件	 学位規則第 4条第 1項該当
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である。結果的に、多国間 eラーニング・システムの品質保証のために必要な 20 個
の主要要素が提案され、それらは 3つの領域、すなわち環境（政策決定、インフラス
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　徐　裕蘭氏の博士論文審査委員会は 2013 年 5 月 28 日、午前 10 時 10 分から 11 時
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氏　　　　　　　名	 星　野　文　子
学 位 の 種 類	 博　士（学術）
学 位 記 番 号	 甲　第　 1 7 4 　号
学 位 授 与 年 月 日	 2 0 1 3 年 6 月 2 8 日
学 位 授 与 の 要 件	 学位規則第 4条第 1項該当
学 位 論 文 題 目	 ヨネ・ノグチという文化現象：名声の軌跡
	 	（Yone	Noguchi	as	a	Cultural	Event:	The	Trajectory	of	
His	Fame）
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　星野文子氏の最終審査は、博士論文審査委員会により、2013 年 5 月 29 日（水）午
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氏　　　　　　　名	 DHARAM	SINGH,	Harvinder	Kaur
	 （ダーラム	シン，ハーヴィンダー	カール）
学 位 の 種 類	 博　士（学術）
学 位 記 番 号	 乙　第　 2 7 　号
学 位 授 与 年 月 日	 2 0 1 3 年 3 月 2 7 日
学 位 授 与 の 要 件	 学位規則第 4条第 2項該当
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　ハーヴィンダー・カール・ダーラム・シン氏の博士論文審査委員会は 2012 年 1 月
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氏　　　　　　　名	 岡　本　佳　子
学 位 の 種 類	 博　士（学術）
学 位 記 番 号	 乙　第　 2 8 　号
学 位 授 与 年 月 日	 2 0 1 3 年 3 月 2 7 日
学 位 授 与 の 要 件	 学位規則第 4条第 2項該当
学 位 論 文 題 目	 岡倉覚三と近代のジャガノート
	 	（Okakura	Kakuzō	and	the	Juggernaut	of	Modernity）
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脱稿した英文著述『東洋の理想』（The Ideals of the East with Special Reference to the Art 
of Japan,	London:	John	Murray,	1903）へとつながっていく。
　岡倉が研究する主体であるだけでなく、「アジア」や日本の価値を称揚するイデオ
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うち、日露戦争勃発の日である明治 37（1904）年 2月 10 日、日本美術院の門下生た
ちとともにアメリカへ向けて出航した。1年余りの岡倉の滞米中、岡倉はボストン美
術館中国日本部で美術品の調査と整理の職務をこなし、門下生たちの作品展開催、『日
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的営為とは別個の領域ではなく、彼の活動において互いに密接に連動していたのであ
る。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
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氏　　　　　　　名	 丸　山　岳　彦
学 位 の 種 類	 博　士（学術）
学 位 記 番 号	 乙　第　 2 9 　号　
学 位 授 与 年 月 日	 2 0 1 3 年 3 月 2 7 日
学 位 授 与 の 要 件	 学位規則第 4条第 2項該当
学 位 論 文 題 目	 発話の実時間的産出から見た非流暢性の記述的研究
	 	（Descriptive	 Research	 on	Disfluent	 Phenomena	 in	
Spontaneous	Japanese:	A	Corpus-Based	Approach）
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　　　b.	正直言って　学部　私工学部だったんですけど　そちらの勉強は殆ど	
　　　c.	お酒と　メニューは少ないんですが　食事が置いてあります	
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　丸山岳彦氏の博士論文審査委員会は、2013 年 1 月 30 日の午後 3時 10 分から 4時
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